
   
 
開催日時：2015 年 9 月 18 日（金） 15：30 ～ 18：00 
開催場所：久留米ホテル-エスプリ（福岡県久留米市東町 339 番地） 
 
Ⅰ.会長挨拶  
 岩田会長より挨拶があった。 
 
Ⅱ. 理事会開会宣言  (欠席理事の確認)   
総務担当岩崎理事より、岩田正美会長が議長となり、出席理事を確認し、「定款第 43 条」に規定されている

要件を充足したので「2015 年度第 3 回理事会」を開催するとの宣言があった。 
なお、定款第 47 条に則り、岩田正美会長、小林良二監事、副田あけみ副会長を議事録署名人として選出し

た。 
 
Ⅲ. 審議事項  
 
第 1 号議案  入会審査について  

総務担当岩崎理事より回覧資料および配布資料に基づき説明がなされた。審議の結果、申込者 12 名全員の

2015 年度入会が満場一致で承認された。 
 
第 2 号議案  2016 年度契約更新について 

国際文献社より 2016年度の契約書改定案が提示され、審議の結果、国際文献社との契約更新が承認された。 
 
第 3 号議案  新規程『一般社団法人日本社会福祉学会研究倫理指針への違反行為が認定された会員に対す

る処分に関する規程』について  
総務担当岩崎理事より説明がなされた。今回は審議未了とし、述べられた意見を反映させ、次回理事会で再

度審議を行うこととなった。 
 
第 4 号議案  『一般社団法人日本社会福祉学会旅費規程』の改定について  

財務担当秋元理事より説明がなされた。審議の結果、今回の改定について満場一致で承認された。 
 
第 5 号議案  第 61 回秋季大会発表取り下げについて  

総務担当岩崎理事より説明がなされた。審議の結果、取り下げ依頼を受理することが満場一致で承認された。 
 

第 6 号議案  学会賞審査委員について 
岩田会長より説明がなされた。第 63 回秋季大会にて任期満了となる 3 名に替わり、新たに 3 名の会員へ委

員の委嘱が提案され、満場一致で承認された。 
 
第 7 号議案  高校生向けパンフレットの内容について 

広報担当湯澤理事よりパンフレット案(初校)の配布および説明がなされた。今回出た意見を反映させ、次回

理事会で再提案することとなった。 
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第 8 号議案  全国大会運営委員会 5 号委員の追加について 
研究担当山縣理事より説明がなされた。5 号委員として 2017 年度秋季大会開催校より 2 名を全国大会運営

委員に委嘱することについて、満場一致で承認された。 
 
 
Ⅳ. 報告事項  
 
1．全国大会運営委員会からの報告 

研究担当山縣理事より配布資料に基づき説明および報告がなされた。 
9 月 19 日、9 月 20 日に開催される第 63 回秋季大会の準備は、ほぼ順調に進んでいることが報告された。

第 12 回フォーラムは関西地域ブロックと調整中であること、また、第 64 回春季大会の詳細について検討中

であることが報告された。 
 
2．国際学術交流促進委員会からの報告 
 国際学術交流促進委員会担当黒木理事より報告がなされた。 
 留学生ワークショップの資料を確認した。また、第 63 回秋季大会期間中に、来年 6 月に韓国で開催される

韓国学校連盟の国際会議の宣伝をするため、韓国より 2 名が来日され、受付付近にて資料を配布することが報

告された。 
10 月 23 日、24 日開催の韓国社会福祉学会に、学会より 5 名を派遣予定であることが再確認された。 

 
3．機関誌編集委員会からの報告 
 機関誌編集担当柴田理事より資料に基づき報告がなされた。 

『社会福祉学』56 巻 2 号の目次に誤りがあったことが報告された。次号より編集委員全員で確認をし、再

発防止を図ることとなった。 
また、今後、英文誌の中期的な展望を協議する予定であることが報告された。 

 
4．広報委員会からの報告 
広報担当湯澤理事より配布資料に基づき報告がなされた。 
10 月 31 日締切でロゴマークを再募集していることが報告された。また、10 月下旬に学会ニュース 70 号の

刊行予定であることが報告された。 
 

5．J-stage への移行について 
総務担当岩崎理事より J-Stage について説明がなされた。 
9 月 1 日より登載受付が始まり、早ければ申し込み後 3～4 か月で公開されることが報告された。 
副田副会長より地域ブロック担当理事へ補足説明がなされた。地域ブロックの機関誌の移行についても、各

地域ブロックの意見も鑑みながら協議を進めていくことが確認された。 
 

6．地域ブロックからの報告 
各地域ブロックそれぞれの担当理事の先生より報告がなされた。 
北海道：松本理事欠席 
東北：都築理事より報告。研究誌の編集および発刊準備中。 



中部：柴田理事より報告。昨日常任幹事会開催。 
関西：松端理事より報告。次回学会フォーラムと関西地域ブロックの大会について検討中。若手研究者・

院生情報交換会を年 3 回開催しており、第 34 回を関西大学にて 9 月 5 日に開催したことが報告さ

れた。第 35 回は 11 月~1 月開催予定で、外国人若手研究者を対象として検討中。第 36 回は 2 月

開催予定。機関誌『関西社会福祉研究』を編集中。 
中国四国：横山理事より報告。特になし。 
九州：倉田理事より報告。機関誌編集、査読中。明日役員会を開催予定。 

 
7．選挙管理委員会からの報告 
選挙管理委員会担当秋元理事より報告がなされた。 
会員登録情報確認票を発送したことおよび、第 4 期代議員選挙管理委員長の決定について報告された。 

 
8． 2015 年度期中監事監査について 

総務担当岩崎理事より説明がなされた。 
2015 年度期中監査は 11 月 5 日に実施予定であることが報告された。次回理事会で補正予算審議の可能性

があることが確認された。 
 
9  学術会議の幹事会声明を支持する声明について 

総務担当岩崎理事より説明がなされた。 
9 月 10 日に学会ホームページへ掲載し、同日に会員への一斉メール配信を行ったことが報告された。また、

文部科学省記者クラブへの投げ込みを 9 月 14 日に行ったことが報告された。 
 

10．「児童福祉司の国家資格化」に関する提案及び意見 
総務担当岩崎理事より説明がなされた。最終案が配布され次第、学会ホームページに掲載することが確認さ

れた。 
 
11．その他 

＜社会福祉系学会会長 共同声明＞ 
総務担当岩崎理事より、8 月 31 日に福祉新聞に掲載された旨が報告された。 

 
 

議長は、議事終了を告げ、18 時 00 分に理事会を解散した。 


